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運用報告書（全体版） 

りそなアジア・ 
ハイ・イールド債券ファンド 

日本円コース 

第137期（決算日 2023年３月10日） 
第138期（決算日 2023年４月10日） 
第139期（決算日 2023年５月10日） 
第140期（決算日 2023年６月12日） 
第141期（決算日 2023年７月10日） 
第142期（決算日 2023年８月10日） 

 

■当ファンドの仕組みは次の通りです。 
商 品 分 類 追加型投信／海外／債券 

信 託 期 間 2011年９月30日から2026年８月10日まで 

運 用 方 針 

①主として日本を除くアジア（オセアニアを含む）のハ

イ・イールド債券（米ドル建て等）を実質的な主要投

資対象とし、インカムゲインの確保と信託財産の成長

を目指します。 

②対円での為替ヘッジを行います。 

主 要 投 資 

対 象 

りそなアジア・ 

ハイ・イールド 

債 券 フ ァ ン ド 

日 本 円 コ ー ス 

投資信託証券 

日 興  ア ジ ア ・ 

ハイ・イールド・ 

ボンド・ファンド 

（ ク ラ ス １ ） アジア地域の米ドル建てのハイ・

イールド債券等 ライオン アジア・ 

ハイ・イールド・ 

ボンド・ファンド 

（ ク ラ ス １ ） 

マ ネ ー プ ー ル 

マザーファンド 
わが国の公社債等 

主 な 

組 入 制 限 

りそなアジア・ 

ハイ・イールド 

債 券 フ ァ ン ド 

日 本 円 コ ー ス 

投資信託証券への投資割合には制

限を設けません。 

外貨建資産への実質投資割合には

制限を設けません。 

デリバティブの直接利用は行いま

せん。 

株式への直接投資は行いません。 

日 興  ア ジ ア ・ 

ハイ・イールド・ 

ボンド・ファンド 

（ ク ラ ス １ ） 

有価証券の空売りは行いません。 

純資産総額の10％を超える借入れ

を行いません。 

投資信託証券への投資は行いません。 

ライオン アジア・ 

ハイ・イールド・ 

ボンド・ファンド 

（ ク ラ ス １ ） 

マ ネ ー プ ー ル 

マザーファンド 

株式への投資は、転換社債の転換及

び転換社債型新株予約権付社債の

新株予約権の行使により取得した

ものに限るものとし、投資割合は信

託財産の純資産総額の５％以下と

します。 

外貨建資産への投資は行いません。 

分 配 方 針 

毎決算時に、原則として以下の方針に基づき分配を行い

ます。 

①分配対象額の範囲は、経費控除後の繰越分を含めた利

子、配当収入と売買益（評価損益を含みます。）等の

全額とします。 

②収益分配金額は、委託会社が基準価額水準、市場動向

等を勘案して決定します。ただし、分配対象収益が少

額の場合には分配を行わないことがあります。 

※ 当ファンドが主要投資対象とする投資信託証券の正式名称については

後掲「■主要投資対象の投資信託証券の概要」をご覧ください。 
 

受益者のみなさまへ 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます｡ 

さて、「りそなアジア・ハイ・イールド債券ファンド 

日本円コース」は、このたび第142期の決算を行いまし

たので、第137期～第142期中の運用状況をご報告申し

上げます。 

今後とも引続きお引立て賜りますようお願い申し上

げます。 
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りそなアジア・ハイ・イールド債券ファンド 日本円コース 

○最近30期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

債   券 
組 入 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ％ ％ 百万円 

113期(2021年３月10日) 6,672 30 △ 0.5 － 96.1 233 

114期(2021年４月12日) 6,703 30 0.9 － 97.2 231 

115期(2021年５月10日) 6,682 30 0.1 － 97.2 230 

116期(2021年６月10日) 6,642 30 △ 0.1 － 97.2 228 

117期(2021年７月12日) 6,504 30 △ 1.6 － 96.9 224 

118期(2021年８月10日) 6,368 30 △ 1.6 － 95.7 217 

119期(2021年９月10日) 6,386 30 0.8 － 96.5 216 

120期(2021年10月11日) 5,816 30 △ 8.5 － 96.2 196 

121期(2021年11月10日) 5,259 30 △ 9.1 － 95.9 177 

122期(2021年12月10日) 5,566 30 6.4 － 96.2 187 

123期(2022年１月11日) 5,405 30 △ 2.4 － 96.4 181 

124期(2022年２月10日) 5,233 30 △ 2.6 － 96.6 168 

125期(2022年３月10日) 4,661 30 △10.4 － 96.1 148 

126期(2022年４月11日) 4,802 30 3.7 － 97.3 151 

127期(2022年５月10日) 4,681 30 △ 1.9 － 95.6 147 

128期(2022年６月10日) 4,564 30 △ 1.9 － 96.4 142 

129期(2022年７月11日) 4,255 30 △ 6.1 － 96.3 132 

130期(2022年８月10日) 4,138 30 △ 2.0 － 96.4 128 

131期(2022年９月12日) 4,218 30 2.7 － 97.7 129 

132期(2022年10月11日) 4,011 30 △ 4.2 － 97.3 123 

133期(2022年11月10日) 3,742 30 △ 6.0 － 96.4 113 

134期(2022年12月12日) 4,123 30 11.0 － 96.7 125 

135期(2023年１月10日) 4,284 30 4.6 － 97.1 129 

136期(2023年２月10日) 4,292 30 0.9 － 96.6 130 

137期(2023年３月10日) 4,186 30 △ 1.8 － 96.1 127 

138期(2023年４月10日) 4,097 30 △ 1.4 － 95.4 125 

139期(2023年５月10日) 3,985 30 △ 2.0 － 96.3 120 

140期(2023年６月12日) 3,920 30 △ 0.9 － 95.8 118 

141期(2023年７月10日) 3,809 30 △ 2.1 － 96.5 114 

142期(2023年８月10日) 3,763 30 △ 0.4 － 96.0 113 
 

（注１） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注２） 基準価額及び分配金は１万口当たり（以下同じ）。 

（注３） 債券組入比率はマネープールマザーファンドへの投資割合に応じて算出された当ファンドベースの組入比率。 

（注４） 投資信託証券組入比率は「日興 アジア・ハイ・イールド・ボンド・ファンド（クラス１）」および「ライオン アジア・ハイ・イール

ド・ボンド・ファンド（クラス１）」の組入比率。 

（注５） 当ファンドは、「日興 アジア・ハイ・イールド・ボンド・ファンド（クラス１）」および「ライオン アジア・ハイ・イールド・ボン

ド・ファンド（クラス１）」への投資比率を可能な限り高位に保ちますが、本投資信託証券のコンセプトに適った指数等が存在しな

いため、ベンチマークおよび参考指数は記載しておりません。   
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りそなアジア・ハイ・イールド債券ファンド 日本円コース 

○当作成期中の基準価額と市況等の推移 

決 算 期 年 月 日 
基 準 価 額 債   券 

組 入 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

第137期 

(期  首) 円 ％ ％ ％ 

2023年２月10日 4,292 － － 96.6 

２月末 4,214 △1.8 － 96.3 

(期  末)     

2023年３月10日 4,216 △1.8 － 96.1 

第138期 

(期  首)     

2023年３月10日 4,186 － － 96.1 

３月末 4,108 △1.9 － 95.7 

(期  末)     

2023年４月10日 4,127 △1.4 － 95.4 

第139期 

(期  首)     

2023年４月10日 4,097 － － 95.4 

４月末 4,060 △0.9 － 95.1 

(期  末)     

2023年５月10日 4,015 △2.0 － 96.3 

第140期 

(期  首)     

2023年５月10日 3,985 － － 96.3 

５月末 3,882 △2.6 － 95.9 

(期  末)     

2023年６月12日 3,950 △0.9 － 95.8 

第141期 

(期  首)     

2023年６月12日 3,920 － － 95.8 

６月末 3,907 △0.3 － 96.7 

(期  末)     

2023年７月10日 3,839 △2.1 － 96.5 

第142期 

(期  首)     

2023年７月10日 3,809 － － 96.5 

７月末 3,817 0.2 － 96.1 

(期  末)     

2023年８月10日 3,793 △0.4 － 96.0 
 

（注１） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。 

（注２） 債券組入比率はマネープールマザーファンドへの投資割合に応じて算出された当ファンドベースの組入比率。 

（注３） 投資信託証券組入比率は「日興 アジア・ハイ・イールド・ボンド・ファンド（クラス１）」および「ライオン アジア・ハイ・イール

ド・ボンド・ファンド（クラス１）」の組入比率。 

（注４） 当ファンドは、「日興 アジア・ハイ・イールド・ボンド・ファンド（クラス１）」および「ライオン アジア・ハイ・イールド・ボン

ド・ファンド（クラス１）」への投資比率を可能な限り高位に保ちますが、本投資信託証券のコンセプトに適った指数等が存在しな

いため、ベンチマークおよび参考指数は記載しておりません。 

 



基準価額の推移
（円） （百万円）
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第139期末
2023.5.10

第140期末
2023.6.12

第141期末
2023.7.10

第142期末
2023.8.10

純資産総額（右軸）

分配金再投資基準価額（左軸）

基準価額（左軸）

( )分配金再投資
基準価額ベース ( )期中分配金

合計180円

第137期首 第142期末騰落率

△8.3％ 3,763円4,292円
基準価額基準価額

● 分配金再投資基準価額の推移は、2023年２月10日の基準価額をもとに委託会社にて指数化したものを使用しております。

● 分配金再投資基準価額は、収益分配金（税引前）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の
実質的なパフォーマンスを示すものです。

● 分配金を再投資するかどうかについてはお客さまがご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入金額により課税
条件も異なります。従って、お客さまの損益の状況を示すものではありません。

● 当ファンドは、「日興　アジア・ハイ・イールド・ボンド・ファンド（クラス１）」および「ライオン　アジア・ハイ・イール
ド・ボンド・ファンド（クラス１）」への投資比率を可能な限り高位に保ちますが、本投資信託証券のコンセプトに適った指
数等が存在しないため、ベンチマークおよび参考指数は記載しておりません。

1 りそなアジア・ハイ・イールド債券ファンド　日本円コース 

基
準
価
額
の
推
移

運用経過

りそなアジア・ハイ・イールド債券ファンド 日本円コース

－ 3 －

02_コメント費用明細_9pt_978358.indd   302_コメント費用明細_9pt_978358.indd   3 2023/09/28   9:43:002023/09/28   9:43:00



基準価額の主な変動要因

りそなアジア・ハイ・イールド債券ファンド　日本円コース

主要投資対象である「日興　アジア・ハイ・イールド・ボンド・ファンド（クラス１）」および「ラ
イオン　アジア・ハイ・イールド・ボンド・ファンド（クラス１）」は、ともに債券部分がマイナスに
寄与しました。この結果、分配金再投資基準価額の騰落率はマイナスとなりました。

● 本報告書では、ベビーファンド、マザーファンドおよびマザーファンド以外のファンドを下記の様に統一して表記しています。

 ベビーファンド　  マザーファンド　  マザーファンド以外のファンド

基

投資環境  

当期のアジア・ハイ・イールド債券市場は下落しました。
グローバルにみると、米国経済が堅調に推移したことなどを背景に、投資家心理が改善し、クレ
ジットスプレッドが縮小する場面がありましたが、中国の経済成長が鈍化しつつあるとの懸念に加え
て、中国の不動産セクターに対する信用不安などから、クレジットスプレッドが拡大したため、期を
通じてみると、アジア・ハイ・イールド債券市場は、下落基調で推移しました。

（期首） （期末）

210

220

230

240

250

260

2023.2.10 2023.4.10 2023.6.10 2023.8.10

JPモルガン・アジア・クレジット
Index（BB格以下・社債）

市況の推移

（出所：Bloomberg）

投
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境

りそなアジア・ハイ・イールド債券ファンド 日本円コース

－ 4 －

02_コメント費用明細_9pt_978358.indd   402_コメント費用明細_9pt_978358.indd   4 2023/09/28   9:43:012023/09/28   9:43:01



当該投資信託のポートフォリオ

期を通じて、「日興　アジア・ハイ・イールド・ボンド・ファンド（クラス１）」および「ライオン　
アジア・ハイ・イールド・ボンド・ファンド（クラス１）」の投資比率を高位に維持しました。

日興　アジア・ハイ・イールド・ボンド・ファンド（クラス１）

アジア・ハイ・イールド債券のクーポン収入などがプラスに寄与しました。一方でクレジットスプ
レッドが拡大したことがマイナスに寄与しました。この結果、債券部分はマイナスに寄与しました。

ライオン　アジア・ハイ・イールド・ボンド・ファンド（クラス１）

アジア・ハイ・イールド債券のクーポン収入などがプラスに寄与しました。一方でクレジットスプ
レッドが拡大したことがマイナスに寄与しました。この結果、債券部分はマイナスに寄与しました。

マネープールマザーファンド

コール・ローン等の短期金融資産による運用を行いました。

当該投資信託のベンチマークとの差異

当ファンドは、「日興　アジア・ハイ・イールド・ボンド・ファンド（クラス１）」および「ライオン　
アジア・ハイ・イールド・ボンド・ファンド（クラス１）」の投資比率を可能な限り高位に保ちますが、
本投資信託証券のコンセプトに適った指数等が存在しないため、ベンチマークおよび参考指数は記
載しておりません。

6りそなアジア・ハイ・イールド債券ファンド　日本円コース 
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分配金

収益分配金については、基準価額の水準等を勘案し、次表の通りと致しました。なお、収益分配
に充てなかった収益は、信託財産に留保し、運用の基本方針に基づいて引き続き元本と同一の運用
を行います。

分配原資の内訳 （単位：円、１万口当たり・税引前）

項目

第137期 第138期 第139期 第140期 第141期 第142期
2023.2.11

～

2023.3.10

2023.3.11

～
2023.4.10

2023.4.11

～

2023.5.10

2023.5.11

～

2023.6.12

2023.6.13

～

2023.7.10

2023.7.11

～

2023.8.10

当期分配金 30 30 30 30 30 30

（対基準価額比率） 0.712％ 0.727％ 0.747％ 0.759％ 0.781％ 0.791％

当期の収益 30 30 30 30 30 30

当期の収益以外 － － － － － －

翌期繰越分配対象額 3,613 3,621 3,625 3,628 3,633 3,636

注１．「当期の収益」は「経費控除後の配当等収益」および「経費控除後の有価証券売買等損益」から分配に充当した金額
です。また、「当期の収益以外」は「収益調整金」および「分配準備積立金」から分配に充当した金額です。

注２．円未満は切り捨てており、当期の収益と当期の収益以外の合計が当期分配金（税引前）に合致しない場合があります。

注３．当期分配金の対基準価額比率は当期分配金（税引前）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率で、ファンドの
収益率とは異なります。

決算期毎にインカム収入※を中心に分配を行うことを目指すファンドです。
※ インカム収入とは、債券の利子収入、為替取引によるプレミアム（金利差相当分の収益）収入等をいいます。
・ ファンドに蓄積された過去の運用成果（分配原資）を加味する場合があります。
・ 投資対象資産や為替の値動き等により基準価額が下落した場合でも、原則として、インカム収入相当については、分
配を行います。

7 りそなアジア・ハイ・イールド債券ファンド　日本円コース 

分
配
金

りそなアジア・ハイ・イールド債券ファンド 日本円コース
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今後の運用方針

りそなアジア・ハイ・イールド債券ファンド　日本円コース

今後も、「日興　アジア・ハイ・イールド・ボンド・ファンド（クラス１）」および「ライオン　ア
ジア・ハイ・イールド・ボンド・ファンド（クラス１）」の投資比率を高位に保つことにより、信託財
産の中長期的な成長を目指します。

日興　アジア・ハイ・イールド・ボンド・ファンド（クラス１）

主要中央銀行の金融引き締め政策が及ぼす世界経済動向や金融システムへの影響、中国政府の
経済政策につき、引き続き不透明な状況にあり、アジア社債市場のクレジットスプレッドは、当面の
間、不安定な状況が続く見通しです。ただし、アジア各国の経済および企業のファンダメンタルズに
ついては堅調に推移する見通しであり、中長期的にはクレジットスプレッドは堅調に推移すると考えま
す。当ファンドでは、引き続き市場動向を注視しながら、銘柄分散を図るなど、慎重なポートフォリ
オ運営を継続する方針です。

ライオン　アジア・ハイ・イールド・ボンド・ファンド（クラス１）

FRB（米連邦準備理事会）による利上げサイクルの終了時期が近づいており、米国金利がさらに
上昇する可能性は低く、当面の間、ボックス圏で推移する見通しであることなどがアジア・ハイ・イー
ルド債券市場にとってはポジティブに働くと考えます。アジア・ハイ・イールド債券市場のクレジット
スプレッドについては、当面不安定な推移が続く可能性がありますが、各国企業の健全なファンダメ
ンタルズなどを背景に中長期的には堅調に推移すると考えます。当ファンドでは、市場の流動性など
を注視しながら、リスクを抑制したポートフォリオ運営を行う方針です。

マネープールマザーファンド

コール・ローン等の短期金融資産による運用を行う方針です。

8りそなアジア・ハイ・イールド債券ファンド　日本円コース 
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１万口当たりの費用明細

項目
第137期～第142期
2023.2.11～2023.8.10 項目の概要
金額 比率

（a）信託報酬 20円 0.502％
（a） 信託報酬＝各期中の平均基準価額×信託報酬率（年率）×各期の日数年間の日数

期中の平均基準価額は3,998円です。

（投信会社） （ 8） （0.207） ファンドの運用の対価

（販売会社） （11） （0.278） 購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの
管理等の対価

（受託会社） （ 1） （0.016） 運用財産の管理、投信会社からの指図の実行等の対価

（b）その他費用 0 0.011 （b） その他費用＝ 各期中のその他費用
各期中の平均受益権口数

（監査費用） （ 0） （0.009） 監査法人に支払うファンドの監査にかかる費用

（その他） （ 0） （0.002） 信託事務の処理にかかるその他の費用等

合計 20 0.513

注１．期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、項目の概要
の簡便法により算出した結果です。なお、その他費用は、このファンドが組入れているマザーファンドが支払った金額
のうち、このファンドに対応するものを含みます。

注２．金額欄は各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。

注３．比率欄は「１万口当たりのそれぞれの費用金額」を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。

注４．各項目の費用は、このファンドが組入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）が支払った費用を含みません。

準
価
額
の
主
な
変
動
要
因
／
１
万
口
当
た
り
の
費
用
明
細
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（参考情報）
◯総経費率
期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券

取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で除した総経
費率（年率）は2.22％です。

総経費率
2.22%

当ファンド
1.03%
当ファンド
1.03%投資先

ファンド
1.19%

投資先
ファンド
1.19%

運用管理費用
（投信会社）
0.42%

運用管理費用
（販売会社）
0.56%

運用管理費用
（受託会社）
0.03%

その他費用
0.02%

運用管理費用
0.74%

運用管理費用以外
0.45%

（単位：％）

総経費率（①＋②＋③） 2.22

①当ファンドの費用の比率 1.03

②投資先ファンドの運用管理費用の比率 0.74

③投資先ファンドの運用管理費用以外の比率 0.45

注１．当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。
注２．各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。
注３．各比率は、年率換算した値です。
注４．投資先ファンドとは、当ファンドが組入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）です。
注５．当ファンドの費用は、マザーファンドが支払った費用を含み、投資先ファンドが支払った費用を含みません。
注６．当ファンドの費用と投資先ファンドの費用は、計上された期間が異なる場合があります。
注７．上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは

異なります。
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りそなアジア・ハイ・イールド債券ファンド 日本円コース 

○売買及び取引の状況 (2023年２月11日～2023年８月10日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2023年２月11日～2023年８月10日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○組入資産の明細 (2023年８月10日現在) 

 

銘 柄 
第136期末 第142期末 

口 数 口 数 評 価 額 比 率 

 口 口 千円 ％ 

NikkoAM Asia Investment Series-NikkoAM AsiaHighYieldBondFund I 311,553 311,553 57,744 50.9 

Lion Global Investors Asian High Yield Bond Fund Class 1 (JPY) 165,463 165,463 51,209 45.1 

合 計 477,016 477,016 108,953 96.0 
 
（注） 単位未満は切捨て。 

 

 

銘 柄 
第136期末 第142期末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

マネープールマザーファンド 1,546 1,546 1,544 
 
（注１） 単位未満は切捨て。 
（注２） 当ファンドは、第142期末において、直接投資をする株式及び新株予約権証券の組入れはございません。 

 

  

親投資信託残高 
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りそなアジア・ハイ・イールド債券ファンド 日本円コース 

○投資信託財産の構成 (2023年８月10日現在) 

項 目 
第142期末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

投資信託受益証券 108,953 95.0 

マネープールマザーファンド 1,544 1.3 

コール・ローン等、その他 4,248 3.7 

投資信託財産総額 114,745 100.0 
 

（注） 評価額の単位未満は切捨て。 

 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 

項 目 
第137期末 第138期末 第139期末 第140期末 第141期末 第142期末 

2023年３月10日現在 2023年４月10日現在 2023年５月10日現在 2023年６月12日現在 2023年７月10日現在 2023年８月10日現在 

  円 円 円 円 円 円 

(A) 資産 128,464,961   126,265,177   123,321,225   119,886,256   115,484,028   114,745,595   

 コール・ローン等 4,450,353   5,233,592   5,796,882   4,432,740   3,484,562   4,247,622   

 投資信託受益証券(評価額) 122,469,413   119,486,545   115,979,457   113,908,785   110,454,735   108,953,397   

 マネープールマザーファンド(評価額) 1,545,195   1,545,040   1,544,886   1,544,731   1,544,731   1,544,576   

(B) 負債 1,015,511   1,027,753   2,901,259   1,020,338   994,869   1,215,596   

 未払収益分配金 913,393   917,075   906,536   909,640   901,648   905,016   

 未払解約金 －   －   1,889,130   －   －   209,744   

 未払信託報酬 100,000   108,252   103,201   108,329   91,179   98,736   

 未払利息 －   －   －   －   10   －   

 その他未払費用 2,118   2,426   2,392   2,369   2,032   2,100   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 127,449,450   125,237,424   120,419,966   118,865,918   114,489,159   113,529,999   

 元本 304,464,453   305,691,800   302,178,733   303,213,451   300,549,356   301,672,117   

 次期繰越損益金 △177,015,003   △180,454,376   △181,758,767   △184,347,533   △186,060,197   △188,142,118   

(D) 受益権総口数 304,464,453口 305,691,800口 302,178,733口 303,213,451口 300,549,356口 301,672,117口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 4,186円 4,097円 3,985円 3,920円 3,809円 3,763円 
 

（注１） 当作成期間（第137期～142期）における期首元本額303,288,221円、期中追加設定元本額8,323,693円、期中一部解約元本額9,939,797円 
（注２） 期末における１口当たりの純資産総額 
 第137期0.4186円、第138期0.4097円、第139期0.3985円、第140期0.3920円、第141期0.3809円、第142期0.3763円 

（注３） 期末における元本の欠損金額 
 第137期177,015,003円、第138期180,454,376円、第139期181,758,767円、第140期184,347,533円、第141期186,060,197円、第142期

188,142,118円 
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りそなアジア・ハイ・イールド債券ファンド 日本円コース 

○損益の状況 

項 目 
第137期 第138期 第139期 第140期 第141期 第142期 

2023年２月11日～ 
2023年３月10日 

2023年３月11日～ 
2023年４月10日 

2023年４月11日～ 
2023年５月10日 

2023年５月11日～ 
2023年６月12日 

2023年６月13日～ 
2023年７月10日 

2023年７月11日～ 
2023年８月10日 

  円 円 円 円 円 円 

(A) 配当等収益 1,119,404   1,284,925   1,119,430   1,119,341   1,119,438   1,117,562   

 受取配当金 1,119,496   1,284,959   1,119,496   1,119,496   1,119,496   1,117,638   

 支払利息 △         92   △         34   △         66   △        155   △         58   △         76   

(B) 有価証券売買損益 △  3,331,940   △  2,983,023   △  3,490,863   △  2,062,578   △  3,461,746   △  1,498,690   

 売買益 －   －   15,038   8,134   －   2,756   

 売買損 △  3,331,940   △  2,983,023   △  3,505,901   △  2,070,712   △  3,461,746   △  1,501,446   

(C) 信託報酬等 △    102,040   △    110,592   △    105,471   △    110,541   △     93,089   △    100,757   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △  2,314,576   △  1,808,690   △  2,476,904   △  1,053,778   △  2,435,397   △    481,885   

(E) 前期繰越損益金 △137,267,960   △140,495,929   △141,038,992   △144,054,625   △144,125,324   △147,185,338   

(F) 追加信託差損益金 △ 36,519,074   △ 37,232,682   △ 37,336,335   △ 38,329,490   △ 38,597,828   △ 39,569,879   

 (配当等相当額) (   72,602,374)  (   73,045,850)  (   72,346,181)  (   72,815,814)  (   72,330,245)  (   72,807,665)  

 (売買損益相当額) (△109,121,448)  (△110,278,532)  (△109,682,516)  (△111,145,304)  (△110,928,073)  (△112,377,544)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) △176,101,610   △179,537,301   △180,852,231   △183,437,893   △185,158,549   △187,237,102   

(H) 収益分配金 △    913,393   △    917,075   △    906,536   △    909,640   △    901,648   △    905,016   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) △177,015,003   △180,454,376   △181,758,767   △184,347,533   △186,060,197   △188,142,118   

 追加信託差損益金 △ 36,519,074   △ 37,232,682   △ 37,336,335   △ 38,329,490   △ 38,597,828   △ 39,569,879   

 (配当等相当額) (   72,602,374)  (   73,045,850)  (   72,346,181)  (   72,815,814)  (   72,330,245)  (   72,807,665)  

 (売買損益相当額) (△109,121,448)  (△110,278,532)  (△109,682,516)  (△111,145,304)  (△110,928,073)  (△112,377,544)  

 分配準備積立金 37,410,336   37,667,581   37,207,998   37,213,495   36,861,631   36,904,887   

 繰越損益金 △177,906,265   △180,889,275   △181,630,430   △183,231,538   △184,324,000   △185,477,126   
 

（注１） 有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。 

（注２） 信託報酬等には、消費税相当額を含めて表示しております。 

（注３） 追加信託差損益金とは、信託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

（注４） 分配金の計算過程（2023年２月11日～2023年８月10日）は以下の通りです。 

項 目 
2023年２月11日～ 
2023年３月10日 

2023年３月11日～ 
2023年４月10日 

2023年４月11日～ 
2023年５月10日 

2023年５月11日～ 
2023年６月12日 

2023年６月13日～ 
2023年７月10日 

2023年７月11日～ 
2023年８月10日 

a. 配当等収益(費用控除後) 1,017,319円 1,174,320円 1,013,938円 1,008,732円 1,026,322円 1,016,766円 

b. 有価証券等損益額(費用控除後) 0円 0円 0円 0円 0円 0円 

c. 信託約款に規定する収益調整金 72,602,374円 73,045,850円 72,346,181円 72,815,814円 72,330,245円 72,807,665円 

d. 信託約款に規定する分配準備積立金 37,306,410円 37,410,336円 37,100,596円 37,114,403円 36,736,957円 36,793,137円 

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 110,926,103円 111,630,506円 110,460,715円 110,938,949円 110,093,524円 110,617,568円 

f. 分配対象収益(１万口当たり) 3,643円 3,651円 3,655円 3,658円 3,663円 3,666円 

g. 分配金 913,393円 917,075円 906,536円 909,640円 901,648円 905,016円 

h. 分配金(１万口当たり) 30円 30円 30円 30円 30円 30円 
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りそなアジア・ハイ・イールド債券ファンド 日本円コース 

○分配金のお知らせ  

 第137期 第138期 第139期 第140期 第141期 第142期 

１万口当たり分配金（税込み） 30円 30円 30円 30円 30円 30円 
 
＜分配金をお支払いする場合＞ 

・分配金は、原則として各決算日から起算して５営業日までにお支払いを開始しています。 

＜分配金を再投資する場合＞ 

・お手取り分配金は、各決算日現在の基準価額に基づいて、みなさまの口座に繰り入れて再投資しています。 

＜課税上の取扱いについて＞ 

・分配金には、課税扱いとなる「普通分配金」と、非課税扱いとなる「元本払戻金（特別分配金）」があります。 

・分配金落ち後の基準価額が個別元本と同額の場合または個別元本を上回っている場合は、分配金の全額が普通分配金となります。 

・分配金落ち後の基準価額が個別元本を下回っている場合には、その下回る部分の額が元本払戻金（特別分配金）となります。 

・元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、収益分配金発生時に個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）を控除した

額が、その後の個々の受益者の個別元本となります。 

・個人の受益者に対する課税 

税率は普通分配金について、20.315％（所得税及び復興特別所得税15.315％、並びに地方税５％）です。 

 

※上記は源泉徴収時の税率であり、税率は課税方法等により異なる場合があります。 

※少額投資非課税制度「愛称：ＮＩＳＡ（ニーサ）」をご利用の場合、毎年、一定額の範囲で新たに購入した公募株式投資信託などから生じ

る配当所得及び譲渡所得が５年間非課税となります。詳しくは、販売会社にお問い合わせください。 

※法人の受益者に対する課税は、税率が異なります。 

※上記内容は、税法が改正された場合等には変更になることがあります。 

※課税上の取扱いの詳細につきましては、税務専門家または税務署等にご確認ください。 
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